
文 化 財 分 科 会 の 審 議 状 況

１．開催状況

○第３２回分科会（平成１６年 ２月２０日（金 ））

○第３３回分科会（平成１６年 ３月１９日（金 ））

○第３４回分科会（平成１６年 ４月１６日（金 ））

○第３５回分科会（平成１６年 ５月２１日（金 ））

○第３６回分科会（平成１６年 ６月１８日（金 ））

○第３７回分科会（平成１６年 ７月１６日（金 ））

○第３８回分科会（平成１６年 ９月１７日（金 ））

○第３９回分科会（平成１６年１０月１５日（金 ））

○第４０回分科会（平成１６年１１月１９日（金 ））

○第４１回分科会（平成１６年１２月１０日（金 ））

○第４２回分科会（平成１７年 １月２１日（金 ））

２．主な答申

件 名 件 数

国宝・重要文化財（美術工芸品）の指定等 ５３件

国宝・重要文化財（建造物）の指定 ２３件

登録有形文化財（建造物）の登録等 ５８９件

重要無形文化財の指定・認定 ７件

重要有形民俗文化財の指定 １件

重要無形民俗文化財の指定 ８件

史跡等の指定等 ７７件

重要伝統的建造物群保存地区の選定 ４件

選定保存技術の選定・認定等 ４件

８件記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財の選択

３．その他

・国宝・重要文化財の現状変更(美術工芸品)の許可について審議

・国宝・重要文化財の現状変更(建造物)の許可について審議

・史跡等の現状変更の許可等について審議

・重要文化財(美術工芸品)の買取りについて審議

「 」・第３回ユネスコ 人類の口承及び無形遺産に関する傑作の宣言

の推薦候補について審議

資料 ６



（参 考）

文化財保護法の一部を改正する法律の概要

１．保護対象の拡大

○文化的景観

（１）地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成された文化的景

観を文化財として位置付けることとする （第２条関係）。

（２）文部科学大臣は、都道府県又は市町村の申出に基づき、景観法で定める景観計画

区域又は景観地区内にある文化的景観のうち、特に重要なものを重要文化的景観と

して選定することとする （第１３４条関係）。

（３）重要文化的景観について、滅失、き損した場合や現状変更等をしようとする場合

に所有者等が届出を行うとともに、文化庁長官が必要な指導、助言又は勧告をする

ことができるなど、必要な保護措置を講ずることとする （第１３６条～第１４１。

条関係）

（４）重要文化的景観の選定に当たっては、関係者の所有権等を尊重するとともに、国

土の開発等公益との調整や農林水産業その他の地域における産業との調和に留意し

なければならないものとし、文化庁長官が勧告等をしようとするときは、関係各省

各庁の長と協議しなければならないものとする （第１４１条関係）。

○民俗技術

民俗文化財に、風俗慣習及び民俗芸能に加え、地域において伝承されてきた生活や

生産に関する鉄・木材等を用いた用具、用品等の製作技術である民俗技術を追加す

ることとする （第２条関係）。

２．保護手法の多様化

○登録制度の拡充

（１）登録有形文化財制度を、建造物以外の有形文化財にも拡充し、現行の保護措置と

同様、届出制と指導・助言・勧告を基本とする緩やかな保護措置を講ずることとす

る （第５７条～第６９条関係）。

（２）登録有形民俗文化財制度及び登録記念物制度を創設し、登録有形文化財制度と同

様の保護措置を講ずることとする （第９０条、第１３２条及び第１３３条関係）。

３．その他

（１）この法律案は、平成１７年４月１日から施行するものとする。（附則第１条関係）

（２）条文整理に伴う関係法律の改正を行うものとする。（附則第２条～第１５条関係）



文化財保護法の一部を改正する法律 （ポイント）

◆文化的景観
（対象）棚田、里山など、人と自然との関わりの中で作り

出された景観
（保護）国は、都道府県又は市町村の申出に基づき、特

に重要なものを重要文化的景観として選定し、支
援

◆登録制度の拡充
（目的）届出制と指導・助言・勧告を基本とする緩やかな保護措置を講じ、文化財の所有者の自主的な保

護を図る登録制度を、建造物に加え、他の有形の文化財に拡大
（対象）開発等により保護の必要性が高まっている近代の文化財等

我が国の産業・社会構造や国民の生活・意識の変化

これらは、既存の文化財では十分捉えられず、新た
な保護手法が必要

国、地方、文化財の所有者が連携・協力し、
歴史的価値を有する郷土の景観や近代の文化財を保護

文化財保護法の一部改正

保護対象の拡大

◆民俗技術
（対象）鍛冶、船大工など、生活や生産に
関する用具、用品等の製作技術な
ど地域において伝承されてきた技術

（保護）民俗文化財として保護
→国や地方による指定、支援

失われゆく郷土の文化的な景観、生活・生産の製作
技術、近代の文化遺産

保護手法の多様化



※赤字は今回の改正による追加文化財保護の体系

文化財の種類 重要なもの 特に価値の高いもの

有形文化財 (指定) 重要文化財 (指定) 国 宝
【建造物】
【美術工芸品】絵画・彫刻・工芸品・書跡・典籍・古文書・考古資料・歴史資料等

※ 重要なものを重要文化財に、世界文化の見地から価値の高いもの
で、たぐいない国民の宝たるものを国宝に指定

(登録) 登録有形文化財
【建造物】 ※ 保存と活用が特に必要なものを登録
【美術工芸品】

無形文化財 (指定) 重要無形文化財
【演劇・音楽・工芸技術等】 ※ 重要なものを重要無形文化財に指定

重要無形民俗文化財
※ 特に重要なものを重要無形民俗文化財に指定

民俗文化財 (指定)

重要有形民俗文化財
※ 特に重要なものを重要有形民俗文化財に指定文化財

【無形の民俗文化財】
・民俗技術衣食住・生業・信仰・年中行事等に関する風俗慣習・民俗芸能

【有形の民俗文化財】
無形の民俗文化財に用いられる衣服・器具・家具等

(登録) 登録有形民俗文化財
※ 保存と活用が特に必要なものを登録

史 跡 (指定) 特 別 史 跡
※ 重要なものを史跡に、特に重要なものを特別史跡

記 念 物 (指定) に指定
【遺跡】
貝塚・古墳・都城跡・ 名 勝 (指定) 特 別 名 勝
旧宅等 ※ 重要なものを名勝に、特に重要なものを特別名勝
【名勝地】 に指定
庭園・橋梁・峡谷・海浜
・山岳等 天然記念物 (指定) 特別天然記念物
【動物・植物・地質鉱物】 ※ 重要なものを天然記念物に、特に重要なものを

特別天然記念物に指定

(登録) 登録記念物
※ 保存と活用が特に必要なものを登録

都道府県又は
文化的景観 市町村の申出 重要文化的景観

に基づき選定 ※ 特に重要なものを重要文化的景観として選定

【地域における人々の生活又は生業及び地域の風土により形成された景観地】
棚田・里山・用水路等

市町村が 市町村の
伝統的建造物群 条例等に 伝統的建造物 申出に基 重要伝統的建造

より決定 群保存地区 づき選定 物 群 保 存 地 区

※ 我が国にとって価値が特に高いものを
重要伝統的建造物群保存地区として選定

【周囲の環境と一体をなして歴史的風致を形成している伝統的な建造物群】
宿場町・城下町・農漁村等

文化財の保存技術 (選定) 選定保存技術
【文化財の保存に必要な材料 ※ 保存の措置を講ずる必要があるものを
製作、修理、修復の技術等】 選定保存技術として選定

埋 蔵 文 化 財




